
令和７年度 海田町立海田西中学校  研究推進計画 
 

１ 研究主題，研究内容・方法等について   

（１） 海田西中学校区研究主題 

主体的に学びを深める児童・生徒の育成 

～協働的な学びを主軸にした授業実践・改善を通して～ 

 

                      

（２） 主題設定の理由 

本校の生徒は，提示された課題に対して前向きに取り組むことができる。昨年度は，HR学習

として，国語・数学・英語の３教科に絞った学習課題に取り組んだ。各教科で学習した単元の復

習になるようにサイクルを工夫した。一方で，自らが課題を見つけ，目標や課題意識をもち，自

ら進んで粘り強く学習に取り組んでいる生徒は全体的に少なく，令和６年度に実施した標準学力

調査の，「家で，週に何日くらい勉強しますか」に対して肯定的に回答（ほぼ毎日，もしくは４

～５日）した生徒の割合は，第１学年の生徒が41.8%（全国平均59.5%），第２学年の生徒が

37.1%（全国平均51.6%）であった。また，同調査の，「家で授業の予習や復習をしていますか」

という質問に対して肯定的に回答した生徒の割合は，第１学年で40.5%（全国平均57.4%），第２

学年で32.3%（全国平均46.9%）であった。これらのことから，学習意欲に課題が見られ，自ら

進んで学習できる環境を整えるために，引き続き西中授業システムやHR学習などの取組を継続

する必要がある。 

また，昨年度重点を置いた「振り返り」については，校内生徒アンケートにおいて，「学習し

たことを振り返って，自分の考え方が変化したり，できていることが増えたりすることに気付い

ています」に対して，肯定的回答の生徒の割合は，１学年80.9％，２学年71.2％と，振り返りの

場面において，自己の学習をメタ認知する力が身に付きつつあると考える。 

一方で，コミュニケーション力については，令和６年度12月に実施した標準学力調査（i-

check）で，「発信力」に関わる質問の標準スコアが１学年が47.8，２学年が50.8と課題が見られ

る。相関して「成功体験と自信」に関わる質問の標準スコアが１学年が48.8，２学年が50.2と，

発信力の課題の裏に自信のなさが垣間見られる。（※全国の標準スコアが５０） 

令和６年度全国学力・学習状況調査において，国語の正答率が63%（県＋５，全国＋４．

９），数学の正答率が61％（県＋９，全国＋８．５）であり，県平均・全国平均の数値よりどの

教科も高いものの，重点課題として国語は「言葉の特徴や使い方に関する事項」を問う領域の正

答率が56.8％（全国▲1.2），数学は図形領域の問題の正答率が50.6%％（全国40.3%）と，基礎

的・基本的な知識・技能の面での学力定着に伸びしろがあり，その土台を強固なものにすること

で思考・判断・表現の領域の発達が見込まれる。 

このことを踏まえ，学校教育目標の「ていねいさ 続けること」のもと，確かな学力の定着に

向け，教えるべきことはしっかり教え，生徒の思考を促す深い学びの実現に向けた授業の在り方

を再構築していく。また，昨年度まで重点の置いていた「振り返り」については取組を継続しつ

つ，「コミュニケーション力」を高めていくための教育研究を進めていく必要がある。「見通し」

「協働」「振り返り」の３つの視点を意識し，３つの中で，「コミュニケーション力」に重点を置

き，より効果的に学びを達成できるように，研究を進める。また，その基盤となる自己肯定感・

自己有用感等の醸成が必要不可欠である。生徒指導の４機能を意識しながら，自己肯定感等の向

上を図り，コミュニケーション力の資質向上に資するよう教育活動を展開していく必要がある。 

 

 

（３） 研究仮説 

仲間とともに主体的に学びを深めていくペア学習やグループ学習の質を更に高め，生徒の思考

が単元を通してつながりのあるものにしていくために，「見通し（主体性）」「協働（コミュニケー

ション能力）」「振り返り（メタ認知）」の３つの視点を意識した授業づくりを行う。具体的には，

単元の最終で評価する内容，つまり，単元を通して付けたい力（生徒のゴールの姿）を明確にし，

そこから逆向き設計で単元を構想し，必要な学習活動を設定する。単元が始まる前に，生徒と教

師が学びの方向性を共有し，生徒の思考に意味をもたせ，次の学びにつながっていくようにする。

学びが充実するように，学習課題が生徒の生活に結びついたものにし，学ぶ必然性を少しでも高

め，主体的に学習に取り組めるような単元についても引き続き開発を進める。その上で，今年度

重点を置く「コミュニケーション力（協働）」では，個人思考，ペア・グループトーク，全体共有

の基本的な手法をベースにしながら，西中グループワークを全体で取り組み，日々の学習活動の

中でコミュニケーション力を向上させるための時間を確保していく。同時に，コミュニケーショ



ンの土台となる自己肯定感・自己有用感等の醸成および向上のために，①自己決定の場の設定，

②承認ボードの活用，③自己理解・他者理解のための学習活動を取り入れていく。こうした自己

肯定感・自己有用感等の醸成および向上を進めていくことによって，協働的な学習の中で自信を

もって自分の考えを発信し，より対話的で深い学びに進んでいくのではないか，というのが本校

の研究仮説である。 

これまで取り組んできた HR での学習などの取組についても，生徒の学習の基礎を培うととも

に，更なる目標を持たせ，挑戦する心を育てるために，継続させる。 

これらの取組を継続すれば，生徒は目標達成のために思考を働かせ続け，自ら学び，主体的で

深い学びが実現することができるであろう。  

 

（４） 研究内容 

  ア 生徒の思考を軸としたバックワードデザインによる単元構成の見直しと創造 

  イ 生徒指導の４機能をいかした西中授業システムによる授業改善 

ウ ペア・グループワークの在り方およびその手法 

エ 継続的な HR 学習と家庭学習により，基礎を定着させるとともに学習習慣を身につけさせ

る指導の充実 

オ 読書活動や作文投稿などを活用した，生徒の書く意欲を引き出す取組の充実と工夫 

カ ICTを効果的に活用した授業づくり 

 

（５） 検証の指標 

  ア 各種学力調査等の結果 

（全国学力・学習状況調査，標準学力調査等） 

イ 授業及び生活に関する意識調査（生徒，教師） 

ウ 授業評価（教師） 

 

２ 校内研修計画 

  ア 研究主題に基づいた理論研修の実施 

イ 学期に一度，研究授業を実施 

ウ 本校の授業スタイルの確立，共有化を図るための研修会の実施 

 

４月 校内研修（西中グループワークについて）→ ６月 校内研究授業① 

→ ８月 理論研修（講師招へい） →１０月 校内研究授業② → １月 校内研究授業③ 

→ ３月 まとめ・仮説検証 

 

３ 検証計画 

（１）各種学力調査の結果・誤答分析 

（２）学校評価アンケートの実施（生徒，保護者） 

（３）授業に対するアンケートを実施（生徒，教職員）年度当初・３学期 クロス集計 

 

 

４ 研究公開等の予定 

公開予定日 令和９年 10月 

内容 西中校区公開研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 海田町立海田西中学校 研究構想図 

 
 

＜海田西中学校区研究構想図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

落ち着いた学習環境・児童生徒の学びに向かう意欲 

家庭学習の習慣化・９年間を見通した指導（小小連携・小中連携） 

海田町の素材を生かした単元開発・地域との連携 

主体的に学びを深める児童・生徒の育成 
～協働的な学びを主軸にした授業実践・改善を通して～ 

実社会や実生活における「ひと・も

の・こと」との関わりを通して，自分

を俯瞰して捉え，考えを広げたり，

深めたりしながら自己の生き方を

考えることができる。 

探究の過程において，自分の考え

をもち他者に伝えるとともに，異な

る意見や考えを生かしながら合意

形成を図り，他者と協力して問題

の解決に向けた探究に取り組むこ

とができる。 

 

 

コミュニケーション能力 

課題の解決に向け，自

分の意思で目標をもち，

周囲と協働しながら探

究活動に粘り強く取り

組むことができる。 

主体性 

 
メタ認知 

海田小学校 海田西小学校 

海田西中学校 

主体的に 
学びを深める 
児童・生徒 

育成したい 
資質・能力 

探究的な学び 
観る・知る・探る 

創る・省みる 

学びのサイクル 
見通し・協働・振り返り 

 学習評価 
（マスター）ルーブリック 

 単元開発・実践 
単元構想（図） 

バックワードデザイン 

 授業改善 
課題・ルーブリック等の見直し 

授業研究・カリキュラムマネジメント 

学びの深化更新 
気付く・考える 

深める 

児童・生徒の姿 
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  学びと指導のスパイラル 
９年間の学び・単元の学び・ 

教科の学びをつなぐ 

 


